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 10 月 13 日に樹名板を設置した。設置後に樹木の特徴や、選んだ理由などを児童が一人ずつ全員の前で発
表した（写真１）。なお、今回は中名寄小学校の教員も自分の樹木を決め樹名板を設置した。児童の選んだ理
樹名 人数 樹名 人数
イチイ 1 トドマツ 1
エゾヤマザクラ 5 ドロノキ 2
カラマツ 3 ナナカマド 1
キハダ 1 ニオイヒバ 1
ギンドロ 1 ハルニレ 2
ストローブマツ 2 モンタナマツ 1
ズミ 1 ヨーロッパマツ 1






















  写真１ 発表している児童             写真２ 全員でわかちあい 
 
３．おわりに 
 児童が樹名板を設置し、樹木の発表を行った後に大きなハルニレの木の下でわかち合いを行った（写真
２）。「学校に木があるとどんな良いことがあるのかな？」筆者の問いかけに児童たちはすかさず答えた。
「木陰ができて涼しい」「動物が実を食べにやってくる」「チョウがたまごを産む」「景色が良くなる」「空気
が奇麗になる」どんどん答えが出てくる。「勉強には使えないかな？」この問いかけには、「木登りができ
る」「図工で絵を描ける」「理科で観察ができる」など答えが出てくる。だいたい出尽くしたところで、その
他に「風を生み気温が涼しくなる」「音や砂ぼこりから学校を守ってくれること」など話しあった。校庭の
樹木の役目はそれだけではないだろうが、今回のように自分で選ぶ、調べる、樹名板をつける、発表すると
いう一連の活動は、児童たちの記憶に残り、継続的に樹木を愛でること、観察することなどの活動が発展し
てくると期待できる。 
 今回の樹木を選ぶ過程でN君はナナカマドを選んだ。9月のナナカマドは花もなく、紅葉も始まっていな
い。しかし、この児童は通年の観察活動からナナカマドは春にわた雲のような白く美しい花が咲くことや紅
葉が美しいこと、冬の実が美しく野鳥が食べに来ることなどを知っていたのだ。このように、自然を観察す
る活動が継続していることで、児童たちの自然を愛でる眼が多種多様になっていること、それぞれの樹木の
ステキなところを理解していることが分った。観察とは「観ること」「察すること」である。この活動から
児童たちの自然科学への学びにつながっていくことを期待する。 
 
付記 
 本稿は、名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター2020年度課題研究の採択を受けたものである。 
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